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間がかかった。たとえば私が放射性核種の土壌内における移行の専門家として会議に参加

したとしよう。おそらくそれほど発言をすることはできず、聞き役に徹することが多いだ

ろう。どのようなサンプリングしどの核種を測定すべきか、どこで放射能を定量しどこに

データを送るか、わずかな測定データでどのように広い地域の汚染状況を評価するか、ど

のような形で汚染状況を表すか、食品の規制値をどのように決めるかなど、一人の専門家

では対応できない多くの問題を考えなくてはいけない。また会議の報告書を作成するので

はなく、世界のどの地域でも働くシステムを作るとなると、それぞれの地域ならではの技

術的な問題もあるだろう。今回の会議は５年計画の最初の会議であり、それぞれが問題点

を挙げていくのが目的であるが、後の会議ではどのようなコンセンサスが得られていくの

かは興味深い。 

今回のような会議が行われたのは福島第一原子力発電所事故が起きたからである。私は

2011 年の 6 月の文部科学省主催の土壌サンプリング計画に学生ながらも当初から携わって

いた。個人的にはもう２年以上も前のことで立派な汚染地図もできたことだし、ある程度

終わった話と思っていたが、そうではなかった。IAEA の会議ではそのときの教訓について

日本側はたびたび聞かれた。あのときに行った汚染調査のフィードバックはまだ世界には

届いていなかった（IAEA を「世界」というのは語弊があるが）。そして私は不思議に思っ

た。なぜ IAEA の Gerd さんの主導でこのような会議が開かれているのか、なぜ事故の当事

者の日本が先導して考えないのかと。原子力事故が起きてしまったのはもう仕方のないこ

とだし、現在も人々が懸命に除染や廃炉に携わっている。大切なことである。しかし、事

故初期の対応は、テレビから見ていた人たちからもおろそかであったのに、それを反省し

改良しようとした努力はあったのか。原子力事故がまた起きたときに同じ轍を踏まないよ

うに、日本国内で考え、そして世界に訴えかけていくべきではないのか。もちろん私の知

らないところで事が進んでいる可能性はある。しかし、そのような原子力の専門家だけで

は作れないシステムを作るとしたら、より広く公募し様々な人の意見を集める必要がある

だろう。次回の会議は 2015 年に日本の福島で開催されるとのこと。悲惨な原子力事故を経

験し、そこから反省や学びを得た日本の人たちが参加していることを私は願う。 

会議以外の IAEA での生活についても述べておきたい。まず、コービーブレイクがある。

会議がだいたい８時間から始まって 10:00～10:30 で 30 分ほどのコーヒーブレイクが入る。

みんな会議室から離れて、チェーンの喫茶店よりもお得なコーヒーを購入して飲む。この

時間のコービーショップは並ぶほど込んでいて、他の会議でも同じようなコーヒーブレイ

クが取られていることが伺える。次に昼食である。会議期間中は昼食を外に食べにいかず

に、もっぱら VIC のなかにある共同食堂で食べた。ここはさすが国連機関というべきか、

日替わりで世界各国の料理を食べることができる。また、ベジタリアン向けに大きなサラ

ダが用意され、寿司やケーキ類も充実していた。オーストリアに出かけるまえに友達に、

あちらの食べ物は飽きると忠告を受けたが、この IAEA 食堂のおかげで食事に不満をいだ

くことはなかった。また、会議ではいつも同じメンバーだが、この食堂では職員みんなが
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